
新たな北海道総合計画の策定について 資料３

現在の計画期間である

2025(令和７)年度を

超える政策展開が必要

・我が国が直面する社会や経済の大きな変化
・北海道の持続的な発展に向けた課題への
的確な対応

１ 策定の趣旨

新たな総合計画の策定に速やかに着手

概ね10年後の北海道のめざす姿や政策の目標を道民の
皆様とともに検討

2024(令和６)年夏頃を目途に成案・決定



２ 策定にあたっての検討視点

新たな計画における北海道の将来を見据えた政策の方向性などに
ついて、３つの視点を基本に、長期的な展望に立って、検討を進める

1 2成長や潜在力の発揮 重要課題への対応

３ 各地域の発展

ゼロカーボンや食料安全保障など
本道が有するポテンシャルを活か
し、社会経済情勢の変化で生じる
新たな需要を取り込む

人口減少問題や激甚化する自然
災害への備えなどへの対応

地域固有の特性や課題を踏まえる
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区分 2023(令和5)年度 2024(令和6)年度

策定
の
流れ

意向
把握

骨子 素案 原案検討の
方向性 案

北海道総合開発委員会

決定

3 スケジュール

諮
問

答
申

年内 夏頃

市町村意見
文書照会

パブリック
コメント

・概ね10年後のめざす姿や政策の目標
・道民に分かりやすい客観的な指標
・総合計画と特定分野別計画の整合性

意見聴取
高校生･大学生等
地域住民
市町村

意向調査 道民・企業等

４ 策定作業にあたっての留意事項

必要に応じ、各部局の審議会で議論

政策の方向性等の検討
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